
令和元年（２０１９年）度 荒尾・玉名地区巡回訪問研修報告 

 

１ 研修名   令和元年（２０１９年）度 荒尾・玉名地区巡回訪問研修 

２ 実施期日  令和元年（２０１９年）９月１３日（金） 

３ 実施会場  玉名地区（玉名市中央公民館 視聴覚室）荒尾地区（荒尾市中央公民館 C室） 

４ 参加館及び参加人数 

  玉名地区（玉名市・玉東町・和水町）      荒尾地区（荒尾市・南関町・長洲町） 

   ・玉名市民図書館  ・玉名市岱明図書館    ・荒尾市立図書館 

   ・玉名市横島図書館 ・玉名市天水図書館    ・南関町立図書館 

   ・玉東町中央公民館図書室           ・長洲町図書館 

   ・和水町中央公民館図書室 

   ・和水町三加和公民館図書室            計１０館より、１７名参加 

５ 訪問者 

   情報支援課 指導主事 小畑 祐介  （訪問統括、搬送、記録等） 

     〃   １班司書 津留 千亜里 （研修Ⅱ担当） 

     〃   ２班司書 森山 加奈子 （研修Ⅰ担当） 

６ 研修概要 【 午前中：玉名地区、午後：荒尾地区を訪問しています。 】 

 玉名地区  

（１）開会（９：３０～） 

 （２）研修Ⅰ：著作権について （４０分） 

 本館司書の森山より、著作権についての講話を行いまし

た。著作権法の紹介から始まり、図書館でコピーする場合

の留意点を中心に講話を行いました。 

 一般書、地図、楽譜など、蔵書によっての違いを細やか

に説明し、事例を基に著作権について解説しました。また、

一般書と雑誌による著作権法の適用の違い等を例を用い

て解説しました。 

 そして、学校における著作権の特例とともに、特例に認

められるものと認められないものをクイズ形式で説明するなど、より身近に感じられる講話で

した。 

  〈 １０分休憩 〉 

（３）研修Ⅱ： 図書館の展示について（４０分） 

     本館司書の津留より、図書館における展示の効果的

な方法について講話を行いました。図書館における展

示の意義に始まり、熊本県立図書館が実際にどのよう

な工夫をしながら展示を行っているのかを写真を交

えて紹介しました。そして、高等学校司書の経験から

学校での展示の例を用いて、より多くの生徒を引きつ

ける工夫としての展示の説明を行いました。 

     学校現場での話が多くありましたが、公立図書館でも十分に活用できる内容でした。 



 （４）質疑応答、アンケート記入 

     玉名地区では、著作権についての質問が多く出ました。「図書館便りに本の表紙を印刷する

のは著作権法的にどうなのか。」「帯の紹介文を引用する場合はどうなのか。」など、活発に質

問が出ていました。どちらも、本館の司書が、例を交えて回答しました。。 

     また、著作権以外の質問では、「利用者さんが楽しんできてくれるためのイベントはどのよ

うなことを行っているのか。」「不登校生徒を図書館で受け入れているのだが、（他の館の方は）

どのように接しているか。」という質問が出ました。それらの質問に対しては、本館指導主事

が、体験を交えてお答えしました。 

 （５）終了（１１：３０）      ＜ 移動・昼食 ＞ 

荒尾地区  

（１）開会（１３：３０～） 

 （２）研修Ⅰ：著作権について （４０分） 

     内容は玉名地区と同じく、本館司書の森山による著作権についての講義を行いました。 

     

   

      

 

 

 

 

 

  〈 １０分休憩 〉 

（３）研修Ⅱ： 図書館の展示について（４０分） 

     こちらも玉名地区と同様に、本館司書の津留による、図書館の展示についての講義を行いま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （４）質疑応答、アンケート記入 

荒尾地区でも、著作権についての質問が多く出ました。「ぬいぐるみの写真は図書だより等

に載せても大丈夫なのか。」「新聞を切り抜いたものをコピーしていいのか。」などの質問を受

け、それぞれについて当館司書がお答えしました。 

また、「レファレンスの範囲をどこまで広げているのか。」「相互貸借の総量はどうしている

のか。」などの質問にも、県立図書館で行っていることを司書と指導主事でお答えしました。 

 （５）終了（１５：３０） 



７ アンケート結果及び感想 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回の研修の満足度としては、おおむね全員から「有意義であった。」「効果的であった。」との

回答がいただけました。これは、事前に研修内容の希望をアンケート形式で行い、その内容に応じ

た研修を組むことが出来たことが大きいと考えます。また、研修だけでなく、質疑応答の時間もき

ちんと設けたことで、他館の声も聴くことが出来たことが有用感につながったように思えます。 

今後も、このような研修をしてほしいとの希望もありました。今後は、決められたブロックだけ

でなく、近隣の館にも参加を呼び掛けることで、多くの館がこの巡回訪問研修に参加できるように

するなどの工夫が必要と感じました。また、参加者の皆様から、ワークショップをしてほしいとの

声もあったので、講義だけでなく、より実践的なワークショップもこの研修で行えたらより有意義

な研修につながるのではないかと考えました。 

 

 アンケートの記述分の回答（ほぼ原文ママ） 

  研修Ⅰの感想等 

   ・なかなか体系的に学ぶ機会がないのでとても良かったです。 

・今までぼんやりと理解していたものがはっきりした気がします。 

・利用者への説明、コピーしていい範囲について勉強することができました。 

・コピーができる、できないの実例をもう少し知りたい。 

・勉強になりました。 

・知らなかったことが多々あり、勉強になりました。 

・著作物を扱うことに関しては、気をつかわなければならないと、改めて思いました。”ＣＣラ

イセンス”という言葉も初めて知ったくらい勉強不足を感じました。 

１ そ

う思う 

82% 

２ まあ

そう思う 

6% 

無回答 

12% 

研修Ⅱ「展示等の仕方について」は、

あなたにとって有意義でしたか。 

１ そう

思う 

88% 

２ まあそ

う思う 

12% 

研修Ⅰ「著作権について」は、あな

たにとって有意義でしたか。 

１ そう

思う 

76% 

２ まあ

そう思う 

24% 

今回の訪問は、全体的に見て、受入館

や参加者にとって効果的でしたか。 



・著作権についてはばくぜんとしか知らなかったので勉強になりました。 

・カウンター業務の中で一番迷うのが、コピーとして良いかということなので、今日の研修です

っきりしたところがあり、とても身になる研修でした。 

・著作権についてのこまかいきまりについて学ぶことが出来有意義でした。なかなかむずかしい

こともわかりました。 

・今まで、利用者さんからコピーの依頼を受けた際に分からない事などありましたが、今日学習

できて良かったです。 

・日々の業務で頭を悩ませているのが著作権です。コピーのイライがあるたびに「これは・・・」

と考えています。今回初めて知ったこともありました。今後の業務に活かしていきたいと思い

ます。 

 

  研修Ⅱの感想等 

   ・もっといろいろな展示で利用者と本をつなぎたいと思いました。 

・テーマやレイアウトについて工夫されている部分などとても参考になりました。 

・実例やご経験を話していただいて参考になった。 

・初めて展示の方法を勉強したが参考になった 

・ディスプレイの参考になりました。 

・展示など、いつも悩むことが多いので、いろいろな本や資料など見て勉強しないといけないと

思いました。 

・テーマ展示をしたいと思いながら、なかなか出来ていないのが現状です。公民館図書室という

スペースが限られたなかでの展示に頭を悩ませている日々です。”天井からつる”という紹介

がいくつか出されていたので上の方に目を向けてやってみようと思いました。 

・三加和公民館はロビーと２階に図書室があり、本の移動も展示も苦労している状況です。廃棄

しなければいけない本もあるのですが、なかなか大変です。 

・目の前の業務におわれて、なかなか展示まで力を注ぐことがむずかしいもので、とても刺激を

うけました！（忙しいのを理由に逃げていました。） 

・利用者の方々に新たな本のみ力についてお知らせすることが出来るような展示をめざそうと思

います。 

・図書館内における展示の仕方を学べてよかったです。工夫しだいで素晴らしいものができると

学びました。 

・展示としてではなく、館内の装ショクを担当しております。いろいろしていましたが、やはり

はですぎるのは好ましくないとのクレームがあり、ジシュクしています。無ジの布でもカラー

をつかうなどくふうをすることを学び、話が聞けて良かったです。 

  

  今回の訪問が効果的であったかとその理由 

   １ そう思う 

・少人数だったので質問しやすかった。公民館図書の方が質問しやすかった。 

・自分とは違う目線の質問等もあり、その解答も参考になったので 

・身近なテーマだったので聞いてすぐ取り入れやすそうと思いました。 

・他館の方の話も聞くことができたから 



・勉強になりました。いろいろ頑張っていかなきゃと思いました。よりよい図書館にしていき

たいと思いました。 

・詳しく知らなかった内容について勉強ができました。 

・なかなか他館の方のお話を聞くことがありませんので良かったです。 

・直接お話を聞くことができたので良かったです。 

・時間が丁度良く、集中して聞くことができました。実際の現場に即したお話があってよかっ

たです。 

・やる気になりました。 

・今まで分からない事、知りたかった事があったため。 

  ２ まあそう思う 

    ・日頃は、著作権については無とん着だったので・・・良い機会でした。 

・展示の仕方など勉強になったから 

  ３ あまりそう思わない、４ そう思わない・・・・回答者なし 

 

 今回の訪問への気づきや今後の要望 

・図書の廃棄基準、アーカイブ（開架、貸出禁）の基準などについて、次回機会があれば伺いたい

です。 

・せっかく少人数なので、少人数でしかできない講座でも良かったなと思いました。 

・近場での開催が良いと思った。 

・またこのような訪問を増やしてほしい勉強になりました。ありがとうございました。 

・展示についてはワークショップ（実演）をして欲しいです。 

・展示の仕方など、お金を使わずに出来るやり方などをその場でやってほしいです。 

・図書館の力について新たな気づきがありました。 

 

 県立図書館への意見や要望 

・今日はありがとうございました。 

・いつも本をお借りしています。今年度はまだ連絡が来ていないのでお待ちしています。（一度連

絡しましたが予算等で後でと言われました。） 

 

 

 

 

 

 

 


